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【抄 録】 





方法： 8 週齢の雄 C57BL/6JJcl マウス(n=18)に対し、7 週間のトレッドミル運動を負荷した後、トレーニン
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ため、本実験では 8 週齢の雄 C57BL/6JJcl マウ
スを対象としたトレーニング負荷実験を実施した。












夏目製作所)を用いて、1 週目に 3 回の馴化を実
施した後、速度：25 m/分、斜度：10°、時間：90


















































て 1/100 Protease inhibitor cocktail (Sig-
ma-Aldrich) を 含 む Radio-Immunoprecipitation 
Assay Lysis Buffer (Upstate Biotechnology)に浸
漬させホモジナイズを行った。凍結融解を 2 回行
ったのち、5 分、700 G の条件で遠心分離を実施
し、分離された上清を測定サンプルとして用いた。
次 に 測 定 サ ン プ ル の 総 タ ン パ ク 含 量 を BCA 
Protein Assays (Thermo Fisher Scientific)で求め、
各サンプルの総タンパク含量が同一となるように








キムミルク/リン酸緩衝生理食塩水 + 0.1% ツイー
ン 20 (PBST)に PVDF 膜を浸漬し、室温で 1 時間
振とうしてブロッキングを行った。各タンパク含量
を測 定 するための一 次 抗 体 の希 釈 濃 度 は、1% 
スキムミルク/PBST にそれぞれ HKⅡ(1:1000、
Cell Signaling Technology, #2867)、ミトコンドリア
複合体ⅠNADH デヒドロゲナーゼ (ユビキノン) 1 






抗マウスおよびウサギ IgG 抗体(1:5000、Jackson 
Immuno Research, #715-035-151 お よ び
#711-035-152)を用いた二次抗体反応を 1 時間
表 1. 群分け後のトレーニング時間※ 
日数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 
トレーニング群 0 90 90 90 90 90 0 90 90 90 90 90 0 
持久力測定
および解剖
テーパリング群 0 90 75 55 45 40 0 35 30 30 25 25 0 
脱トレーニング群 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 0 
※各群における速度(25 m/分)および斜度(10°)は同じ、各 n=6 
 




行った後、ECL Prime Western Blotting Detec-





































表 2. 身体組成、摂餌量および血中乳酸濃度 
トレーニング継続群 テーパリング群 脱トレーニング群 
体重 (g) 27.12 ± 0.93  28.57 ± 0.86  26.63 ± 0.83  
肝臓 (g) 1.17 ± 0.06  1.31 ± 0.05  1.20 ± 0.04  
精巣上体脂肪 (g) 0.42 ± 0.03  0.43 ± 0.03  0.46 ± 0.02  
腓腹筋 (g) 0.12 ± 0.00  0.12 ± 0.00  0.13 ± 0.00  
摂餌量 (g/日) 3.63 ± 0.12  3.73 ± 0.16  3.46 ± 0.07  
平均値±標準誤差、各 n=6 
 




















図 2. 腓腹筋 HKⅡおよびミトコンドリアタンパク含量測定結果 
平均値±標準誤差、※：p<0.05、HKⅡ：ヘキソキナーゼⅡ、複合体ⅠNdufa9 サブユニット：ミトコンドリア複合体ⅠNADH 








と の 間 に 有 意 な 正 の 相 関 関 係 が 認 め ら れ た 
(p<0.05)。 
 





図 3. 持久力と腓腹筋 HKⅡおよびミトコンドリアタンパク含量との相関関係 
r：相関係数、◆：トレーニング継続群、  :テーパリング群、△：脱トレーニング群、HKⅡ：ヘキソキナーゼⅡ、複合体Ⅰ

























担っている(Wasserman and Halseth 1998)。持久
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